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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　 　 　旨

　 ユネス コの世界遺産 として登録 されて いるゴ メラ島 （カナ リア諸島） のガ ラホナイ 国立公 園には常緑広葉

樹林 （カナ リア ンロー レル林）が広が ってい る．本 樹林はLaurus　 azorfca（ カ ナ リア ンロー レル ，カナ リー

ゲ ッケイ ジュ），Persea　 mdfca， 　Myrfca招ya， 門ccollfa　 excelsaな ど によって構成 され，当地 では1aurisilva

と呼 ば れて い る． 本樹林 と国内 のシイ ーカ シ ータブ林 との相 観上 の比 較 を行 った． 高木 層の優 占種 で ある

La　urus　 azorfcaお よ びPersea　 fndlcaの 葉 形や葉 質は国 内の常緑広葉 樹のそれ らと類似 していた．カナ リア

ン ロー レル 林の林冠 の発達程度 は国 内のシイ ーカ シータブ林 に比較 して多 少低か ったが，外観 につ いて は両

者 に大 きな差 は認 め られなか った．大西洋 上 にあるアゾ レス諸 島，マディ ラ諸島， カナ リア諸 島のカナ リア

ンロー レル 林 と国 内の シイ ーカシ ータブ林 を同一 の群 系 としてlaurilignosa（RUbel，1930） に ま とめ る見解

は妥 当で あ り，そ の和 名お よび英 名 として，照葉樹林 （中野，1930） ，lucidophyllous　 forest（ 今 西 ・吉良，

1953） を使 用す る ことは適切 と考え られ た．

キーワー ド ：カナ リア諸 島，カナ リア ンロー レル （Laurus　 azorfca） ， ゴ メラ島，照葉樹 林 （laurilignosa，

lucidophyllous　 forest） ， ロー レル林　（laurel　forest）

　 　　　　　　　　　 は じ め に

　 Brockmann－Jerosch　 und　 RUbel（1912） お よびRUbel

（1930） は カナ リア諸 島，アゾ レス諸 島，マディ ラ諸 島，

日本な どに分布 す る常緑 広 葉樹 林 をLaurilignosaと 命

名 し， 中野 （1930） はlaurilignosaを 照 葉樹 林 と和 訳 し

た （田 川，1983； 服 部，1985； 服 部 ・南 山，2005） ．

laurilignosaは ヨー ロ ッパで古 くか ら知 られて いた ロー

レル 林に 由来 してい るが， 雲霧帯 にある ものの地中海性

気候下に広がるローレル林 と国内のシイーカシータブ林

が同じ群系にまとめられるか否かについては不明な点が

少な くなかった．カナリアンローレル林が大規模に保全

されているカナ リア諸島のゴメラ島を2004年11月 から12

月にかけて訪れる機会を得た．ゴメラ島のカナ リアン

ロー レル林と国内のシイーカシータブ林についての相観

的特徴等の比較について報告する．
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　　　　　 調 査 地 お よ び ロ ー レル の 概 要

　 カナ リア諸 島は，ア フリカ大 陸のモ ロ ッコよ り100km

か ら450km程 度 離 れた 大 西洋 上 に浮 かぶ9島 よ り構 成

され る海洋 島であ るが，調 査地 のゴメ ラ島 はそ の諸島 の

西部 に位置 し，大 陸よ り約400km離 れ た位 置にあ る （図

1）．カナ リア諸 島はア フリカ大 陸 に近 いが，15世 紀 よ り

ス ペイ ン領 とな り，穏や かな気候条 件 と豊か な 自然条件

のため古 くか らヨー ロッパ の リゾー ト地 として有 名で あ

る． ゴメ ラ島の面積 は37，800ha， 最 高峰 のガ ラホナイ 山

は1，487mで あ る．カナ リア ンロー レル林 の分布 するゴ メ

ラ島の山地部 の年降水量 は600～900mm（ 冬 雨 ），年平均

気温 は13～15℃ で ，地 中海性気候下 にある （Fernandez，

2002） ． 海抜600m以 上 は雲霧 帯 にあた り，雲霧 によ って

降水量以外 の水分が多量 に供給 されて いる （Fernandez，

2002） ．カナ リア ンロー レル林はガ ラホナイ 山のガ ラホナ

イ 国立公園 （3，984ha） に 残 されて い る．

　 Lauraceae（ ク ス ノキ科），－Laurus（ ロ ー レル属） に

は2種 類 の ロー レル が記 載 されて い る．一 つ は著 名な

Laurns　 nobilis（ ロー レル，ゲ ッケ イ ジ ュ）で， 他 は

一La　urns　 azorica（ カ ナ リア ンロー レル ，カナ リーゲ ッケ

イ ジュ）である （Bramwell，1997） ． 前者 は地 中海沿岸

の山地部 を原産 地 とす るが，葉は香 辛料 として も有用 な

た め世界各地 に植 栽 され てい る． 日本国 内で も各所 にご

く普 通 に植栽 され，最近里 山等 にも逸 出 して いる （服部

ほか，1996） ． 後 者はカナ リア諸島，アゾ レス諸島，マデ

ィ ラ諸島の雲霧 帯 に分布す る （Bramwel1，1997） ． 香 り

が ロー レル に劣 るた め利用 されず，他 の地域 に植栽 され

る こともほとん どな く， 日本国 内の植 物園等 で も植栽 を

確認 できなか った．前者 の葉はやや 小型で硬 く，硬葉的

で あるが，後者 の葉はゲ ッケイ ジュよ り幅が広 く，淡色

とされて いる （上原 ，1961） ．Brockmann－Jerosch　 und

RUbel（1912） とRubel（1930） の 記 載 した 群 系単位 で

あ るlaurilignOsaは 一Laurus属 の これ らの2種 に よる樹

不木，　laurisilvaeはLaurus　 aaorica林 ，　laurifruticetaは

Laurus　 nobilis林 を それぞれ基 準 として いる．

　　 　　 　　 　　 　　調 査 方 法

1． カ ナ リア ンロー レル林 の名称

　各種文 献 に記載 されて いるカナ リア諸島の カナ リア ン

ロー レル 林 のラテ ン名，独 名，英名，和 名 を集 め， 整理

した．

2． カ ナ リア ンロー レル林 の構 成種

　ゴ メラ島 のカナ リア ンロー レル林 を構 成す る主要 な種

の確 認 や林 の外観 等 を現 地踏 査 お よび文 献調 査 で行 っ

た．

3． カ ナ リア ンロー レル林 の相 観

　ゴ メ ラ島 のカナ リア ンロー レル林 の相 観 につ いて写真

撮影 によって， 国内の シイ ーカ シータブ林 と比較 した．

　なお， 相観 とは植物 ・植物群 落 の外 形を全体 的に と ら

え るE［umbolt以 来 の見 方で あ り （沼 田，1974） ， 系統 分

類学 に基 づ く植物 ・植物群落 の と らえ方 とは まった く異

な る．相 観 に基 づ くと植物相 の異な る地 域間 の植物 群落

の比較 が可能 となる．た とえば ，各 々植 物相 の異 な るア

フ リカ， ア メリカ，ア ジアの熱帯多雨域 の樹林 は， 相観

に基づ くと比較可 能 とな り， 共通 の超 出木，板根 な どの

相観的特徴 によ り熱帯雨林 として3地 域 の樹林が ま とめ

られ る ことにな る．

図1　 カナリア諸島の位置



　　 　　　 　　　 　　 調 査 結 果

1． カナ リアン ロー レル林 の名称

　 カナ リア諸 島のカナ リア ンロー レル林 の名称 として，

Lorbeerwald， 　subtropische　 immergrune　 Laubwald，

laurilignosa・laurisilvae， 　laurel　forest，　laurisilva，

照 葉 樹林， ロー レル樹林 が報告 され ていた （表1） ．

2． カナ リアン ロー レル林 の構成種

　 ゴメ ラ島 のカナ リアンロー レル林 の代表的 な構 成種 を

表2に 示 した． 高木層 の構 成種は クス ノキ科 が多 く， ブ

ナ科 は分布 していなか った．構成種数 は少 なかった．

3． カナ リアン ロー レル林 の相観

　 ゴメ ラ島 のカナ リアンロー レル林 の外観 については写

真1～4， 林 内景 観 は写 真5，6， 樹 幹 は写 真7，8， 構 成種

の結実状 態 は写真9，10， 林 床 の シダ 類は 写真11，12， 葉

形 は写真13， 着 生地衣類 は写真14に 示 した．

　 カナ リア ンロー レル林 は，かつて 人 に利用 （薪炭用）

され ていた と報 告 （Parque　 NaciOnal　 de　GarajOnay，

1998） され ているよ うに，全体 として林冠 は低 く，そ の

ため カナ リア ンロー レル林 の外 観は 凹凸の小 さな積 乱雲

状 あるいはブ ロ ッコ リー状 の林冠 （写 真1～4） を呈 し

て いた． 林冠 は15～20m前 後 の林 分が多 く，それ らの林

冠は100％ 近 く被われて お り，小高木 が顕 著で低木 が少な

か った （写 真5，6） ． よ く発 達 した林 分で は高 さ23m，

胸 高直 径1m以 上 に達す るPersea　 indica（ 写 真7） ，

Laurus　 azor」ca（ 写 真8） ，　Myrica　 fayaな ど の高木が

認め られた．Persea　 indica，　Laurus　 azoricaは 主 幹 の

周囲 に多数 の側幹 を発 生させて いた （写真7，8） ．調査が

初冬で あった ので，構成種 の結実 を見 る ことが できた （写

真9，10）． 林床は単純で上層木の稚樹以外ではDryop　 teris

（写 真11） やAsplenium（ 写 真12） な どの シダ類 しか確

認で きなか った．構 成種 の葉 形は 中型 で，葉質 は光 沢 の

あ る革質 で あった （写真13） ． ロー レル 林は雲霧帯 にあ る

ため樹木 に着生 コケ類や着 生地衣類 （写真14） が 多数認

め られ た．

　　　 　　 　　　 　 考 　 　 　察

1． カ ナ リア諸 島の常緑広葉樹 林の名称

　表1に 示 した カナ リア諸 島の常緑広 葉樹林 に与 え られ

表1　 カナリア諸島などのカナリアンローレル林 （照葉樹林）の名称

表2　 ゴメラ島のカナリアンローレル林 （照葉樹林）の構成種



た名称 は， アカマツ林や ブナ林 と同 じくロー レル （クス

ノキ科 ） とい う優 占種 （優 占科） に基 づ く樹林 名 と地 中

海 性気 候下 の雲霧 帯お よび温暖湿潤気 候下 の植 生 に対す

る相観 的特徴 によ る群 系名に区分で きる． ロー レル優 占

林，クス ノキ科優 占林 を意 味す る用語 には1aurel　 fOrest，

Lorbeerwald， ロー レル林 のよ うに ロー レル の語句が 当

然含 まれ る ことにな る． 一方群系 を示 す用語 は，硬葉樹

林 （durilignosa， 　screlophyllous　 forest） ， 夏緑 林

（aestilignosa， 　summergreen　 forest） ， 雨 緑 林

（hiemilignosa， 　raingreen　 forest） ， 熱 帯 雨 林

（pruvilignosa， 　tropical　 rain　forest） な どのよ うに植

物 名を用 いる ことな く，葉 の形態，気 象用語 を もとに組

み 立て られて い る場 合 が多 い． 表1に 示 したWarming

（1895） のsubtropische　 immergrUne　 Laubwaldが そ

れ にあた る． しか し，BrOckmann－JerOsch　 und　 Rubel

（1912）お よびRubel（1930） のlaurilignosa・laurisilvae

は 群 系上 の用 語 にもかかわ らず1aurus（laure1） と いう

植物 名を語幹 に用 いた ために，そ の ラテ ン名 に対応す る

英名 ・独名 はlaurel　 forest，　Lorbeerwaldと な って，そ

れ らが優 占林 と群 系 のどち らを示 してい るのかよ くわか

らない場合 が多 い．Bramwe11（1997） は1aurel　 forest

を カ ナ リア ンロー レル の優 占林 に，laurisilvaを 群 系名 と

して使 用 して いるよ うで あるが明確 な定義 は示 されて い

な い． カナ リア諸島 の常緑広 葉樹林 にはカナ リア ンロー

レル が含 まれて い るた め表1の どの用 語 を用 いて も誤 り

で は な いが，他 地 域 の常緑 広 葉樹 林 と比較 す る場 合，

laure1系 の名称 は混 乱を生 じやす い．名称 につ いては2．で

まとめた．

2． カ ナ リア ンロー レル林 とシイ ーカ シ ータブ林 の比較

　 カナ リア諸 島のカナ リア ンロー レル 林 と国内の シイ ー

カ シータブ林 には同属 の種 はい くつ かあ るが共 通種はな

い．植 物区 と して両地域 はま った く異な って いる． しか

し，群 系上 の単位 は構成種 ではな く， 植生 の外 観 によっ

て 区分され るので，樹林 景観や林 内景観 の両者 の比較が

必要 であ る．結果 に示 されてい るよ うに， ゴメ ラ島 のカ

ナ リア ンロー レル 林は薪炭 林 として の利用が あったた め

に林齢 が若 く （発 達 した林 分 もあったが，それ らの林分

の外観 写真 を撮 る ことが できなか った），宮崎県綾 町綾南

川流域 の シイ ーカ シータブ林の ような発達 した積 乱雲状

の林冠 は見 られ なか ったが，国 内のシイ ーカシ ータブ 自

然林 ，シイ ーカシ ータブニ 次林程度 の林冠 はゴメ ラ島 の

カナ リア ンロー レル 林 で も十分 認 め られ た （写 真1～

4） ．成熟 したカナ リア ンロー レル 林 の林 内には直径1m

以 上 ，樹高23mに 達 す る大径 木 （写真7） も存在 してお

り， 国内の シイ ーカ シータブ林 の林 内景観 とよ く類似 し

て いた （写 真5，6） ． ロー レル 林構 成種 の葉形 お よび葉

質 はウバ メガ シ （Quercus　 phillyraeoides） ， セ イ ヨウ

ウバ メガ シ （Quercus　 ilex） ，オ リーブ （Olea　europaea）

な どで代 表 され る硬 葉樹 とは異な り， 国内の シイ ーカ シ

ータ ブ林 の構 成 種 と大 差 はな か っ た （写真9
，10，13）．

ロー レル は葉質 か らみ ると硬 葉樹的で はあ るが， カナ リ

ア ンロー レル の葉 は明 らか に硬 葉で はない．種組成 は単

純で構成 種数 も少 な く，全体 として 国内の北限 のタブ林

（Hattori　and　 Nakanishi，1985） に類似 して いるよ う

に思われ た． カナ リア ンロー レル林 の林床 にシダ類 が散

生 して いる状況 はシイ ーカシ ータブ林 の暗 い林床 にベニ

シダ 等 が 生 育 して い る 状 況 と よ く似 て い た （写 真11，

12）． ただ し，－Laurus　azoricaやPersea　 indicaが 主 幹

と共 に多 数 の萌芽 によ る側幹 と発生 させ て いる状態 （カ

ツ ラ に似 て いる） （写真7，8） や コケや地 衣類 が多数 着

生 して いる点 （写 真14） は ， シイ ーカシ ータブ林 の相観

と異な って いるよ うに思われ た．

　全体 としてみ る と，ゴ メラ島のカナ リア ンロー レル林

は硬葉樹 林 よ りは国内の シイ ーカ シータブ林 に近 く，両

者 を 「1aurilignosa」 と してま とめたRUbe1（1930） の 体

系は妥 当 と考 え られた． また， 「laurilignosa」 を ロー レ

ル林で はな く， 「照葉樹 林」 と意 訳 した 中野 （1930）， さ

らに， 「照 葉樹林」 を 「lucidophyllous　 forest」 と英訳

した今 西 ・吉 良 （1953） の見解 は群 系名の混乱 を防 ぐ上

でた いへん有効 であった と考 え られ る．
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写真1　 ガラホナイ国立公園の照葉樹林．白く見えるのは樹木に着生している地衣類．20（姓年12月1日 　服部　保撮影．

写真2　 ガラホナイ国立公園の照葉樹林．20（姓年11月30日 　服部　保撮影．



写真3　 ガラホナイ国立公園の照葉樹林．20（姓年12月1日 　服部　保撮影．

写真4　 ガラホナイ国立公園の若齢の照葉樹林．20（姓年12月1日 　服部　保撮影．



写真5　 若齢の照葉樹林の林内．ガラホナイ国立公園．2004年11月30日 　 服部　保撮影．

写真6　 谷付近に成立している照葉樹林の林内．ガラホナイ国立公園．20〔姓年11月30日 　 服部　保撮影．



写 真7　 Persea　 indicaの 主幹 （高 さ23m， 　DBH［100cm） と側 幹 （主 幹 の周 囲 に発 生）．ガ ラホ ナ イ 国立 公 園 ．2004年12月1日 　 服 部 　 保 撮影 ．

写 真8　 Laurus　 azoricaの 側 幹． 主 幹 は枯 死 し， そ の主 幹 を と りま く よ うに側 幹 が 発 生 して い る．ガ ラホ ナ イ 国立 公 園 ．2004年12月1日

　 　 　　 服 部　 保撮 影 ．



写 真9　 Viburn　 um　 rigidumの 青 紫 色 の果 実 ． ガ ラ ホナ イ 国立 公 園．20〔姓年12月1日 　 服 部 　保 撮 影 ．

写 真10　 Laurus　 azoricaの 黒色 の果 実 ．ガ ラホ ナ イ 国立 公 園．20〔控年12月1日 　 服 部　 保 撮 影．



写 真H　 照 葉 樹 林 の林 床 に 生育 す るD1’yop亡eris属 の 一種 ． ガ ラホ ナ イ国 立 公 園．2004年12月1日 　 服 部 　 保 撮影 ．

写 真12　 照 葉 樹 林 の林 床 に 生育 す るAsplenium属 の 一種 ． ガ ラホ ナイ 国 立公 園．20〔姓年12月1日 　 服 部 　 保撮 影 ．



写 真13　 Persea　 indica（ 左） とLa　urus　 azorica（ 右） の葉 ． ガ ラホ ナ イ 国 立公 園 ．2004年12月1日 　 服 部　 保 撮 影 ．

写真14　 照葉樹林に着生する地衣類．ガラホナイ国立公園．2004年12月1日 　服部　保撮影．


